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石桜同窓会
盛岡市長田町
岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

平
成
16
年
度
の
石
桜
同
窓
全
通
膏
盛
会
は
、
1

0
月
1
5

日
（
金
）
午
後
曾
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
通
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
お
よ
そ
6
0
名
が
出
席
、
会
務
報
告
、
決
算
、

予
算
案
が
審
繊
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

今
通
常
総
会
で
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
新
た
に
同
窓
会

賛
助
会
費
制
鹿
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

総
会
は
事
務
局
の
川
村
庸
二

先
生
（
新
2
4
聖
の
司
会
で
開

会
、
村
上
照
五
郎
（
新
2
回
）

会
長
が
登
壇
し
て
挨
拶
し
た
。

次
い
で
来
賓
の
岩
手
奨
学
会

理
事
の
遠
藤
貫
中
元
校
長
（
旧

1
回
）
は
母
校
は
明
後
年
創
立

8
0
周
年
を
迎
え
、
社
会
に
役
立

つ
卒
業
生
の
輩
出
は
1
万
2
千

人
に
及
ぶ
。
か
つ
て
紫
波
町
の

城
山
に
学
校
林
と
し
て
植
え
た

桜
の
樹
は
岩
手
公
開
の
桜
を
は

る
か
に
上
回
る
1
0
0
0
本
。

昭
和
3
年
の
陸
軍
大
演
習
の
際

天
皇
陛
下
の
学
校
へ
の
ご
来
臨
、

さ
ら
に
は
昭
和
2
年
に
岩
手
山

頂
に
運
ん
で
建
て
た
「
皇
風
永

扇
」
の
石
碑
な
ど
、
校
風
隆
昌

を
祈
靡
し
た
思
い
出
を
語
っ
た
。

議
長
席
に
は
長
谷
川
哲
吾

（
新
1
3
回
）
氏
が
着
席
、

H
会
務
報
告

日
一
般
会
計
決
算
報
告
及
び

特
別
会
計
決
算
報
告

日
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基
金
報

告
伺
監
査
報
告

㈲
平
成
1
7
年
度
事
業
計
画
案

審
議

囲
平
成
1
7
年
度
一
般
会
計
予

算
案
及
び
特
別
会
計
予
算

案
審
議

が
行
わ
れ
、
次
に

掴
石
桜
同
窓
会
賛
助
金
制
度

が
新
た
に
上
程
可
決
さ
れ
た

（
後
述
）
。
ま
た
、

㈹
石
桜
歌
詞
懇
話
会

も
発
足
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
（
後
述
）
。

続
い
て
別
室
で
の
懇
親
会
は

約
8
0
名
の
出
席
者
で
に
ぎ
わ
い
、

村
上
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
菊

総会で活発な意見交換

地
治
雄
（
新
1
0
回
）
校
長
は
、

ク
ラ
ブ
の
活
躍
ぶ
り
、
新
卒
の

進
路
状
況
等
を
寧
罵
新
た
に

発
足
を
承
認
さ
れ
た
石
桜
同
窓

会
賛
助
会
費
制
度
に
も
期
待
し

た
い
と
感
謝
の
弁
を
述
べ
た
。

常
任
理
■
会
、
理
事
会
を

経
て
総
会
上
程
さ
れ
た
石

桜
同
窓
会
賛
助
会
責
制
度

す
で
に
昨
年
の
石
桜
同
窓
会

総
会
で
、
村
上
会
長
か
ら
少
子

化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
か
ら

同
窓
会
の
財
政
状
況
の
懸
念
の

話
が
あ
り
、
そ
の
対
策
を
常
任

理
事
会
、
理
事
会
で
検
討
。
よ

う
や
く
意
見
の
集
約
を
見
て
、

こ
の
程
審
議
可
決
し
た
も
の
が

次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。

明
後
2
0
0
6
年
は
母
校
8
0

周
年
に
も
当
る
と
こ
ろ
か
ら
、

然
る
べ
き
記
念
事
業
の
一
助
と

し
て
も
支
援
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

石
桜
歌
同
懇
話
会
も
発
会

去
る
9
月
2
8
日
、
盛
岡
市
「
さ

の
え
ね
」
で
石
桜
歌
詞
懇
話
会

有
志
が
会
合
し
た
が
、
こ
の
こ

と
が
本
年
度
同
窓
会
総
会
で
も

報
告
さ
れ
た
。

そ
の
趣
旨
は
後
述
の
通
り
で
、

近
津
義
一
氏
（
新
5
回
東
京
石

桜
会
会
長
）
が
有
志
代
表
と
し

て
呼
び
か
け
、
世
話
人
横
田
英

司
氏
（
新
1
1
回
仙
台
石
桜
会
事

務
局
）
の
肝
人
で
神
戸
、
東
京
、

仙
台
か
ら
有
志
が
参
集
。
そ
の

熱
意
の
ほ
ど
が
十
分
寮
せ
ら
れ

る
会
と
な
っ
た
。

席
上
満
場
一
致
で
参
集
者
の

一
番
の
先
輩
大
坪
幸
平
氏
（
旧

1
7
回
）
が
会
長
と
な
り
、
横
田

英
司
氏
が
事
務
局
長
と
し
て
今

後
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
年
の
懇
親
会
運
営
は

新
4
、
1
4
、
糾
回
の
手
で

表
し
て
北
田
昭
三
氏
（
新
4
撃

が
発
声
、
学
校
紹
介
の
ビ
デ
オ

上
映
に
続
い
て
、
幹
事
役
年
次

の
城
千
年
氏
（
新
制
中
学
2
回
）

が
仙
台
か
ら
駆
け
つ
け
て
、
シ

ャ
ン
ソ
ン
他
の
歌
を
披
粛
し
て

好
評
だ
っ
た
。

ま
た
、
次
年
度
総
会
の
懇
親

会
幹
事
を
代
表
し
て
新
5
回
生

の
村
上
昇
氏
が
挨
拶
。
恒
例
の

校
歌
は
中
村
一
氏
（
新
19
回
）

の
発
声
で
一
同
元
気
に
歌
い
上

げ
開
会
し
た
。

石
桜
同
窓
会
賛
助
会
費
制
度
に
つ
い
て

多数の参会者の懇親会

懇
親
会
運
営
は
か
つ
て
東
京

支
部
総
会
懇
親
会
が
年
次
を
縦

断
し
て
の
お
世
話
役
が
成
功
し

た
例
に
な
ら
っ
て
始
め
ら
れ
た

が
、
今
年
も
こ
れ
ま
で
出
席
し

な
か
っ
た
年
次
の
新
し
い
顔
ぶ

れ
の
出
席
も
多
く
、
活
性
化
に

効
果
が
あ
っ
た
。

乾
杯
も
今
年
度
幹
事
役
を
代

今
、
地
方
の
財
政
的
自
立
が
求
め
ら
れ
る
中
、
一
方
で
教

育
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
私
学
建
学
の
精
神
の
も

と
、
良
い
校
風
の
継
承
に
よ
る
母
校
岩
手
中
・
高
等
学
校
の

力
強
い
発
展
が
今
こ
そ
大
切
な
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

右
横
同
窓
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
卒
業
生
の
絆
を
強
め
る
と

と
も
に
、
在
校
生
の
生
徒
会
活
動
の
活
発
化
に
向
け
て
、
有

形
無
形
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
運
営

は
、
近
年
の
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
卒
業

時
に
お
け
る
終
身
会
資
の
納
入
に
よ
る
の
み
で
は
、
早
晩
困

難
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
同
窓
会
活
動
の
碁
盤
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た

め
、
こ
の
た
び
石
桜
同
窓
会
賛
助
会
費
制
度
を
新
設
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

石
桜
同
窓
会
賛
助
会
費
制
慶

一
、
一
口
二
、
0
0
0
円
と
し
て
同
窓
生
か
ら
賛
助
会
費
を

募
る

二
、
二
回
の
韓
金
が
一
〇
〇
口
の
場
合
及
び
暦
年
累
積
一
〇

〇
口
に
及
ん
だ
場
合
は
石
桜
同
窓
会
賛
助
フ
ェ
ロ
ー
と
し

て
石
桜
同
窓
会
長
よ
り
石
桜
フ
ェ
ロ
ー
貨
を
贈
呈
す
る

（
a
）
毎
年
末
発
行
の
右
横
同
窓
会
報
を
会
員
に
送
付
の

際
、
送
金
用
振
込
用
紙
を
同
封
す
る

（
b
）
種
々
の
同
窓
生
の
会
合
の
機
会
に
お
い
て
譜
金
を

募
る

平 成 1 5 年 度 決 算 報 告 書
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収 入 の 部

料　　 11 耕さ　 て類： 】蛎 斗勺舵 1 5 二iF l壁 や雷門g王
宕　　　　　　　　　　 閻 1 ＿3 0 9 ＿0 0 0 1 ＿3 16 ＿0 0 0
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合　　　　　　 J十 2 ＿8 5 3 ＿4 （IO
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収 入 の 部

料　　　 L l 決　　 t E　 Ⅶ rゝ J戊 1 5 q 三Jぜ二戸王王翳u
－・舶 書き汁「」：り舶 人 l lItL n O n lI）（I．n n rI
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タラフづ如†ヒ爾′ik 二l義金 0 り
ヨf　　　　 f・丁　　　　 愈 U り

甘い l ▲4 3 8 ＿7 3 1主 出3 8 ＿7 5 0

支 出 の 部

－　 推　 壬‡　汁l－　へ 6 0 0 ＿0 0 0 0
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石
桜
同
窓
会
は
こ
れ
ま

で
、
母
校
に
対
し
、
右
横
会

補
助
金
、
中
型
バ
ス
2
台
の

寄
贈
、
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基

金
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

の
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
減

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
卒
弟

時
終
身
会
費
だ
け
で
は
そ
の

財
源
の
確
保
が
搬
し
く
な
っ

て
き
た
こ
と
は
ご
承
知
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
明

後
2
0
0
6
年
は
、
母
校
創

立
8
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も

あ
り
、
財
源
の
確
保
は
急
務

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
た
に
発
足
い

た
し
ま
し
た
の
が
、
別
掲
の

「
石
桜
同
窓
会
賛
助
会
費
制

度
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
1
0
月
1
5
日
の

同
窓
会
総
会
に
掟
案
さ
れ
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
も

く
ご
賛
同
の
意
を
表
さ
れ
ま

し
た
。
承
っ
た
と
こ
ろ
、
総

会
に
出
席
さ
れ
た
理
事
や
、

そ
の
他
の
方
々
か
ら
情
報
を

得
て
早
速
行
動
を
起
こ
さ
れ

お
ら
れ
た
記
念
誌
「
玉
響
乃

青
春
」
を
こ
の
ほ
ど
完
成
さ

せ
、
同
期
の
皆
様
か
ら
募
金

を
つ
の
り
、
石
桜
フ
ェ
ロ
ー

覚
団
体
の
部
第
一
号
と
な
り

輝
け
る
古
稀
の
同
窓
生

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

に
つ
い
て
、
今
回
の
会
報
に

て
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
報
告

し
、
大
い
に
宣
伝
す
る
つ
も

り
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

新
5
回
生
の
方
々
が
い
ち
早

石
桜
同
窓
会
会
長

た
と
の
こ
と
で
、
誠
に
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
新
5
回
生
の
方
々
は

今
年
、
古
林
を
お
迎
え
に
な

り
、
か
ね
て
よ
り
手
が
け
て

村
上
　
照
五
郎

ま
し
た
。
こ
の
ご
披
露
を
か

ね
て
、
1
1
月
2
2
日
に
つ
な
ぎ

温
泉
の
ホ
テ
ル
に
て
新
5
回

生
学
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
恩
師
お
二
人
と
そ
の
奥

様
が
ご
招
待
さ
れ
、
私
も
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
厳
粛
な

お
祓
い
の
後
、
石
桜
フ
ェ
ロ

ー
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
は
岩
中
・

岩
高
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
母

校
愛
に
燃
え
る
古
稀
の
同
窓

生
の
石
桜
精
神
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
こ
の
よ
う
な

す
ぼ
ら
し
い
同
窓
生
は
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
重
ね
重
ね
、

こ
の
度
の
賛
助
会
費
制
度
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
ご
挨
拶
に
代
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

石
桜
歌
詞
懇
話
会
　
発
意
書

平 成 1 6 年 度 予 算

1　 －一般 食 】汁

収 入 の 部
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8 ■　　　　　　 iT十 3 ．3 5 11 ．0 0 1） 2 ＿8 5 3 ．4 0 0

支 出 の 部

壬≡　　　 igt　　　　 狩 7 0 0 ＿0 0 0 7 0 0 ．0 0 0
石 桜 ；き 欄口肋　 く臣 2 5 0 ＿U n O 2 5 【L U O O
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三l事　　 蓮井　 Jfl　 こ■j 6 0 ＿0 0 0 6 0 ＿O D O
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箭乍刃Il 妄旨 J l・llコ　入 10 0 ．0 0 0 1 0 0 ＿O U O
j庭　　　 】▲d　　　　 愈 6 m L n O O 0
∴∫ン　　　 （冊　　　　 冊 8 3 ＿0 0 0 2 4 0 ＿4 0 0
合　　　　　　 汁「

I I　 特 別 会 】汁

収 入 の 都

乗斗　　　　 F l 本 町三周：二㌢Ⅶ Ⅷ j F JtE 1 5 11三川r二P 芯 Ⅶ
－ 舶 宗 d十よ り細 入 lO IL 0 0 0 1 0 n ＿n n n
＊ll　　　　　　　　　 千 5 1 5
i毎　　　　 月き　　　　 く詮 6 1】0 ＿0 （10 0
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土
井
晩
翠
・
山
田
耕
搾
作
に
な
る
石
桜
校
歌
が
誕
生
し
て

七
十
有
余
年
。
昭
和
六
年
に
は
初
め
て
の
第
一
応
援
歌
（
白

井
文
光
作
詞
・
作
曲
者
不
明
）
、
昭
和
十
二
年
に
第
二
応
援
歌

（
作
詞
者
不
明
・
高
橋
清
右
衛
門
作
曲
）
、
更
に
は
昭
和
十
三

年
に
夢
二
応
援
歌
二
北
住
敏
夫
作
詞
・
高
橋
清
右
衛
門
作
曲
）

が
作
ら
れ
る
な
ど
校
運
隆
昌
の
下
、
夫
々
歌
い
継
が
れ
て
い

る
。明
後
年
に
は
愈
々
母
校
創
立
八
十
年
の
佳
節
を
迎
え
る
。

こ
の
母
校
が
香
し
い
校
風
と
良
き
伝
統
を
継
承
し
て
行
く
こ

と
は
、
同
窓
の
斉
し
く
希
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
且
つ
又

義
務
で
も
あ
る
。

我
ら
有
志
は
、
こ
の
度
そ
の
実
践
活
動
の
一
環
と
し
て
、

石
桜
歌
詞
懇
話
会
を
結
成
し
、
正
統
な
る
歌
詞
・
原
曲
を
追

究
す
べ
く
発
意
し
た
。

作
詞
・
作
曲
者
に
敬
意
を
払
い
、
精
確
な
る
歌
詞
・
曲
伝

承
が
本
会
の
本
旨
で
あ
り
、
人
為
的
誤
謬
を
正
さ
ん
と
す
る

も
の
に
外
な
ら
な
い
。
真
に
「
過
則
勿
悍
改
」
こ
そ
肝
要
と

思
料
す
る
所
以
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
九
月
吉
日

石
桜
歌
詞
懇
話
会
　
有
志
　
代
　
表
　
大
坪
幸
平

事
務
局
長
　
横
田
英
司

平成15年度　会務報告

会計監査（さのえね支店）
理事会（さのえね支店）

総会議案審議
総会（ホテルメトロポリタン盛岡）
会報28号発行

役員会　くさのえね支店）
会費徴収について

常任理事会（さのえね支店）
会計監査（さのえね支店）
理事会（きのえね支店）

総会議案審議
総会（ホテルメトロポリタン盛岡）

（1）平成15年9月19日（金）
（2）平成15年9月26日（金）

（3）平成15年10月17日（金）
（4）平成15年12月12日（金）
（5）平成16年1月28日（水）

（6）平成16年8月24日（火）
（7）平成16年9月14日（火）
（8）平成16年9月21日（火）

（9）平成16年11）月15日（金）

平成16年度　事業計画

1．指針
母校の繁栄に大いに寄与できる基盤を整える。
2．事業計画
（1）母校クラブ活動を積極的に支援する。
（クラブ強化育成基金の適切な活用）

（2）会員相互の親睦交流を図る。
（支部、地区会、クラス会等の節目を虚祝した集会を盛
んにする）
（3）本部と支部・地区会等の連携を図る。
（相互に情報を提供する）
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東
京
石
桜
同
窓
会

新
入
会
員
歓
迎
会
を
開
催

6
月
1
2
日
（
土
）
都
内
帯
山
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
恒
例

の
新
入
会
員
歓
迎
会
が
も
た

れ
、
新
入
会
口
5
名
を
1

2
名
の

会
員
が
囲
ん
で
歓
迎
し
た
。

新入会員を歓迎の東京石桜会

東
京
石
桜
同
窓
会
も

東
京
石
桜
同
窓
会
（
近
津
義

芸
長
）
は
去
る
1
0
月
2
3
日
、

東
京
・
常
山
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
ー
ル
に
、
在
京
同
窓
生
な
ど

5
0
数
名
を
集
め
て
平
成
1

6
年

度
、
第
2
2
回
「
墾
田
石
桜
同
窓

会
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。

今
年
の
「
つ
ど
い
」
は
若
く
し

て
脳
卒
中
に
倒
れ
そ
の
後
懸
命

な
リ
ハ
ビ
リ
の
結
果
、
見
難
社

会
復
帰
を
果
た
し
た
伊
藤
立
基

氏
（
新
1
2
回
生
）
の
感
動
的
な
講

演
で
始
ま
っ
た
。
周
囲
関
係
者

の
ご
好
悪
や
、
市
制
桜
に
象
徴
さ

れ
る
石
桜
粕
神
が
大
き
な
心
の

支
え
に
な
っ
た
と
強
調
さ
れ
た
。

総
会
・
懇
親
の
郡
で
は
先
ず

近
津
会
長
が
挨
拶
、
新
卒
者
歓

迎
会
を
母
校
と
の
共
催
で
闘
催

し
た
こ
と
を
報
告
、
今
後
も
ね

ぼ
り
強
く
就
け
る
こ
と
を
確
認
、

そ
れ
が
会
運
営
の
盛
況
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る

と
結
ん
だ
。

次
い
で
遠
路
臨
席
さ
れ
た
菊

地
治
雄
校
長
か
ら
母
校
の
各
部

に
つ
い
て
の
活
動
状
説
の
ご
報

告
が
な
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
的

に
注
目
度
の
高
い
分
野
で
は
い

ま
ひ
と
つ
の
感
も
あ
っ
た
が
、

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
後
輩
の
皆

さ
ん
が
必
死
の
思
い
で
活
組
さ

50数名の第22回菜京石桜会

れ
、
好
成
果
を

上
げ
て
い
る
様

子
を
理
解
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

愚
鈍
の
場
で

の
石
桜
会
会

長
・
村
上
照
五

郎
氏
の
講
演
で

は
、
軽
妙
な
語

り
の
中
に
母
校

の
長
く
そ
し
て

輝
か
し
い
歴
史

を
再
認
識
、
ま

た
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
中
に

も
初
め
て
知
っ

た
こ
と
も
沢
山

あ
り
、
楽
し
く

聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。

最
後
は
恒
例

に
な
っ
て
い
る
、

全
員
で
の
校
歌

斉
唱
。次
会
の
元
気

で
の
再
会
を
約

束
し
て
な
ご
や

か
な
う
ち
に
閉

会
と
な
っ
た
。

（
鎌
田
柳
一
郎
・
新
8
回
）

盛
岡
中
央
卸
売
市
場
水

産
物
部
会
石
桜
同
窓
会

7
月
川
日
（
土
）
、
右
石
桜
同

窓
会
は
盛
岡
苗
菜
園
「
三
寿
司

総
本
店
」
で
開
催
、
村
上
照
五

郎
会
長
と
足
沢
至
旧
教
職
員
が

出
膀
し
た
。

仙
台
石
桜
同
窓
会

第
8
回
仙
台
石
桜
同
窓
会
開
催

第
8
回
仙
台
石
桜
同
窓
会
は

去
る
8
月
2
8
日
（
土
）
午
後
6
時

よ
り
仙
台
市
相
同
「
仙
台
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
」
に
お
い
て
開
服

さ
れ
た
。

今
回
は
菊
地
治
雄
校
長
、
本

部
か
ら
は
小
枝
指
博
副
会
長
に

出
席
頂
い
た
。

小
林
陵
二
会
長
の
開
会
挨

拶
、
菊
地
校
長
の
母
校
近
況
報

告
、
事
務
局
よ
り
会
務
及
び
会

計
報
告
、
監
査
報
告
と
新
監
査

役
の
紹
介
が
あ
り
、
話
題
掟
供

と
し
て
細
谷
守
良
氏
（
新
5
回
）

に
よ
る
「
中
学
・
前
校
時
代
に

聴
い
た
歌
、
歌
っ
た
歌
」
が
披

露
さ
れ
た
。
以
上
の
総
会
次
第

が
進
行
し
、
全
員
の
記
念
撮
影

の
後
、
懇
親
会
へ
と
移
る
。

小
枝
指
副
会
長
の
挨
拶
、
乾

杯
の
発
声
に
よ
り
懇
親
の
宴
が

始
ま
り
、
懇
談
の
合
間
に
は
交

互
指
名
に
よ
る
全
員
の
自
己
紹

介
。
宴
た
け
な
わ
の
中
に
も
恒

例
の
校
歌
斉
唱
を
以
っ
て
来
年

の
再
会
を
期
し
、
8
時
3
0
分
お

開
き
と
な
っ
た
。

嘩
今
次
総
会
に
お
い
て
千

葉
主
計
監
事
（
旧
1
1
回
）
　
の
辞

任
に
伴
う
後
任
監
事
と
し
て
里

仙台石桜会

良
一
栄
氏
（
新
1
3
回
）
が
承
認

さ
れ
た
。
又
、
前
出
の
畑
谷
氏

の
ス
ピ
ー
チ
は
母
校
旧
師
の
生

内
栽
夫
先
生
の
作
品
鉄
に
関
す

る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
長
期
に
亘

る
調
薬
と
佐
川
隆
二
氏
（
新
6

回
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
氏
の

協
力
に
よ
り
C
D
R
化
も
な
さ

れ
た
極
め
て
質
疏
な
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
窄
料
は
既
に
母

校
に
寄
贈
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い

る
の
で
、
是
非
視
聴
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
種
m
英
司
・
新
1
5
回
）

日
本
大
学
石
桜
会

平
成
1
6
年
度
の
同
会
総
会

は
、
日
月
1
6
日
（
火
）
午
後
6
時

3
0
分
よ
り
盛
岡
市
八
椿
町
「
初

駒
」
で
開
催
さ
れ
、
円
弧
康
誠

会
長
以
下
が
集
っ
た
。

県
歯
科
医
師
石
機
会

岩
手
医
大
石
桜
会

小
豆
島
正
典
氏
（
新
2
3
回
生
）

岩
手
医
大
歯
学
部
歯
科
放
射

線
学
講
座
教
授
に
就
任

日
月
2
5
日
（
木
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
カ
リ
ー
ナ
で
岩
手
県
的
科
医

師
石
桜
会
と
医
大
石
桜
会
は
合

同
で
小
豆
島
正
典
氏
の
就
任
祝

㌍
会
を
開
催
し
、
村
上
照
五
郎

同
窓
会
長
も
来
賓
と
し
て
招
か

れ
参
会
し
た
。

ク
ラ
ブ
O
B
会

桜
球
会
春
蝶
軒
O
B
書

3
月
6
日
に
桜
球
会
理
事
会

を
開
催
し
、
「
選
手
激
励
会
の
支

援
」
、
「
経
済
的
支
援
」
（
硬
式
ポ

ー
ル
2
4
ダ
ー
ス
の
寄
付
）
、
「
監

や
・
コ
ー
チ
の
援
助
」
等
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
桜
球
会
で
発
刊
し
た

『
桜
球
1
青
春
の
記
録
j
で
は
野

球
部
創
立
か
ら
の
歴
史
を
綴
っ

た
記
念
誌
の
発
刊
で
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
7
月
6
日
に

は
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
八
幡
平

c
c
）
も
開
催
さ
れ
、
7
月
2
7

日
に
は
中
屋
敷
監
督
を
招
き
、

夏
の
大
会
の
反
省
会
と
激
励
会

を
兼
ね
て
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
後
も
随
時
、
報
告
会
を
随

伴
し
な
が
ら
選
手
達
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柔
機
会

佐
藤
正
俊
先
生
（
新
1
4
回
）

退
職
慰
労
会

平
成
1
6
年
3
月
2
7
日
5
時
3

0

分
よ
り
三
寿
司
菜
園
本
店
に
お

い
て
午
後
5
時
3
0
分
よ
り
。
連

絡
発
送
1
2
0
適
、
参
加
者
4
3
名
。

企
画
立
案
の
司
会
者
、
沢
田
邦

夫
（
新
1
4
回
）
、
会
長
東
根
（
旧

12
回
）
、
副
会
長
大
志
由
武
（
旧

12
回
）
、
同
赤
坂
称
三
（
旧
1

3
回

前
会
長
赤
坂
俊
夫
氏
の
弟
）
、
下

河
原
苗
嗣
郎
（
新
5
回
）
、
主
賓

佐
藤
正
俊
、
閉
会
は
佐
々
木
敦

（
新
7
回
）
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
乾

杯
を
す
る
。

先
生
に
記
念
品
日
録
贈
呈

出
席
者
全
員
写
実
撮
影
、
赤
坂

俊
夫
前
会
長
含
み
、
全
「
薬
桜

会
し
物
故
者
の
ご
冥
福
を
祈
り

黙
綿
を
さ
さ
げ
る
。

敗
戦
後
の
混
乱
期
に
、
率
先

し
て
母
校
「
葉
桜
会
」
の
基
盤

を
作
っ
た
功
労
者
、
佐
藤
幸
郎

（
旧
1
4
回
）
氏
の
弟
正
俊
先
生

は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
で
柔
道
を

指
導
普
及
。
帰
国
後
、
2
5
年
間

の
教
員
生
活
を
無
事
終
え
母
校

の
柔
道
指
導
監
督
者
と
し
て
一

途
に
尽
力
。
蒜
無
く
今
日
の
岩

手
中
・
高
等
学
校
柔
道
部
を
督

成
さ
れ
た
手
腕
は
、
先
刻
御
承

知
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
正
俊
先
生
は
、
全
く

多
用
繁
忙
な
身
に
も
か
か
わ
ら

ず
旧
1
回
生
よ
り
新
5
6
回
生
ま

で
の
「
柔
桜
会
」
の
名
簿
を
二

年
が
か
り
に
て
完
成
し
た
努
力

に
敬
恵
を
表
し
ま
す
。

因
み
に
名
帯
に
は
、
佐
藤
正

俊
先
生
の
後
任
者
に
胞
間
と
し

て
松
田
圭
二
教
諭
と
な
っ
て
い

ま
す
。
慰
労
会
の
馳
走
を
前
に

し
て
の
総
会
は
不
可
な
り
と
判

断
。
故
に
、
規
約
の
逐
条
審
誠

は
次
回
に
と
余
儀
無
い
事
情
と

相
成
っ
た
次
第
で
、
ご
寛
恕
頂

き
次
回
の
総
会
に
は
よ
ろ
し
く

ご
検
討
の
控
を
願
望
致
し
ま
す
。

（
東
根
清
蔵
・
旧
12
回
）

卓
球
部
O
B
会

卓
球
部
0
8
会
の
近
況

近
年
の
卓
球
部
球
友
会
の
娠

ま
り
は
、
年
2
回
が
恒
例
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
1
月
早
々
の

新
年
会
と
8
月
中
旬
の
納
涼
会

兼
還
暦
者
の
お
祝
い
の
会
で
す
。

い
つ
も
2
0
名
程
度
の
参
加
者
で

す
が
、
和
や
か
な
楽
し
い
会
に

な
り
ま
す
。
男
に
と
っ
て
友
人
、

仲
間
は
年
々
少
な
く
な
る
の
が

一
般
的
で
す
か
ら
、
高
校
時
代

に
一
緒
に
汗
を
流
し
、
同
じ
豊

の
飯
を
食
べ
た
仲
間
は
鶉
重
で

す
。老
後
の
た
め
5
つ
の
た
く
わ

え
は
、
1
健
康
2
友
人
、
仲

間
3
趣
味
1
知
識
5

少
々
の
お
金
だ
そ
う
で
す
が
、

い
つ
も
球
友
会
に
参
加
す
る
た

び
に
、
こ
の
こ
と
が
、
全
て
そ

ろ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

私
は
岩
手
高
校
を
昭
和
4
3
年

に
卒
菜
し
て
早
い
も
の
で
3
6
年

に
な
り
ま
す
。
人
生
は
夢
、
幻

と
い
い
ま
す
が
、
今
で
も
仲
間

と
一
緒
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
、
梢
一
杯
戦
っ
て
い
る
場

面
を
夢
に
見
た
り
、
ま
た
昨
日

の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
そ

れ
も
こ
れ
も
岩
手
高
校
と
い
う

歴
史
あ
る
学
校
で
、
先
生
方
、

諸
先
華
、
同
僚
、
後
難
の
皆
様

の
お
陰
と
感
謝
の
念
で
一
杯
で

す
。
今
後
も
岩
手
高
校
の
卒
業

生
と
し
て
の
、
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
日
常
の
業
務
に
ま
い
進

し
、
大
い
に
社
会
貫
献
を
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
写
表
は
6
月
1
2
日
、
ホ
テ
ル
東

日
本
の
会
場
で
藤
倉
、
上
野
、

伊
藤
3
君
の
還
暦
を
祝
っ
て
）

（
松
村
　
諭
・
新
2
0
回
）

石
桜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会

今
年
も
総
会
を
母
校
で
開
催

伝
統
あ
る
岩
手
中
・
高
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
排
球
部
）
の

O
B
で
組
織
す
る
「
石
桜
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
会
」
（
会
長
・
鹿
田
匡

克
、
新
7
回
）
の
第
6
回
総
会

は
、
平
成
1
6
年
8
月
2
8
日
（
土
）

に
開
催
し
た
。
今
年
も
卒
業
し

て
以
来
、
母
校
を
訪
問
し
た
こ

と
が
な
い
O
B
の
た
め
、
当
時

の
面
影
を
残
す
講
堂
や
、
新
し

い
学
び
舎
の
観
察
・
現
役
の
激

励
な
ど
の
た
め
、
母
校
で
開
催

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
7

月
2
4
日
（
土
）
に
は
役
員
会
を

開
催
し
、
総
会
提
出
案
件
を
審

議
し
た
。

◎
総
会
に
は
13
名
が
出
席
、
総

会
に
先
立
ち
、
物
故
老
4
1
名
の
冥

福
を
祈
り
、
黙
請
を
さ
さ
げ
た
。

◎
報
告
事
項
で
「
石
桜
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
会
の
活
動
状
況
」
・
「
現

役
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
郡
の
活
動
状

況
（
戦
緋
・
戦
評
）
」
・
「
会
費
・

寄
付
金
の
拠
出
状
況
」
・
「
新
会

員
の
紆
介
」
を
報
告
し
了
承
さ

れ
た
。

◎
総
会
の
訊
長
に
小
岩
頒
児
氏

（
旧
1
7
回
）
を
選
出
し
誠
等
を
進

行
、
議
決
事
項
で
は
、
「
会
蹄
の

決
算
（
平
成
1
4
年
7
月
1
日

～
1
5
年
6
月
3
0
日
）
」
・
「
平
成

1
6
年
度
活
動
計
画
」
が
上
程
、

署
鼓
さ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
「
会
群
の
徴
収
」

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
さ
ら

に
役
員
の
改
選
で
は
、
あ
ら
た

に
新
47
回
生
の
「
柳
原
康
二
」

と
新
5
2
回
生
の
「
三
浦
t
樹
」

両
名
を
幹
事
に
追
加
し
、
役
員

候
補
全
員
が
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

◎
意
見
・
提
案
と
し
て
「
現
役

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
の
対
策
や
、

基
金
造
成
と
前
年
度
提
言
の

「
強
化
軒
」
か
ら
、
現
役
の
試
合

用
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
12
着
寄
贈
が

計
画
に
盛
ら
れ
、
1
6
年
度
中
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
総
会
終
了
後
は
会
場
を
ホ
テ

ル
東
日
本
に
移
し
、
「
懇
親
会
」

を
開
催
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い

に
、
現
役
時
代
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
談
に
花
が
咲
き
、
来
年
の
再

会
を
約
束
し
閉

会
と
な
っ
た
。

現
役
に

ア
ド
バ
イ
ス

中
学
校
で
の

経
験
者
を
3

人
、
現
役
で
の

中
学
校
経
験
者

2
人
で
l
仙
釈
ン
ク

ラ
ス
2
人
含
む

計
10
人
が
今
年

の
チ
ー
ム
編
成

と
な
っ
た
。

今
後
は
尊
属

コ
ー
チ
の
も
と

平成15年度　クラブ強化育成基金　決算書
1収入の部

項　　　　 目 決 算 額 （円 ） 備　　　　 考

繰　 越　 金 4 ．4 59 ．8 5 8

簑 l宅急 后 ．官房 7 度 は

5 00 ＿0 0 0 1

利　　　　 息 3 4
返　 戻　 金 4 0 0 ．0 0 0

合　　 計 4 ．8 5 9 ．8 9 2

繰越金　3．952．967円

に
、
原
点
の
意
識
を
統

来
春
の
高
総
体
盛
岡
地
区
予
選

突
破
を
最
大
の
目
棟
と
し
、
パ

ス
・
レ
シ
ー
ブ
・
ア
タ
ッ
ク
・

サ
ー
ブ
を
要
素
と
す
る
基
礎
練

習
を
、
冬
期
間
に
や
り
抜
く
石

桜
精
神
力
の
発
揮
が
肝
要
で
あ

る
。
基
礎
的
な
瞬
発
力
∴
ソ
ヤ

ン
プ
カ
の
養
成
は
緊
急
の
謙
恋

で
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
な
練
習

に
耐
え
抜
け
ば
明
る
い
展
望
が

あ
る
。

（
事
務
局
長斉藤
裕
夫
・
新
1
1
回
）

斬
1
5
回
生
の
阿
期
会
は

還
暦
記
念
で
盛
大
に

昭
和
3
8
年
卒
の
新
1
5
回
生
同

期
会
は
8
月
1
4
日
（
土
）
盛
岡
市

愛
宕
下
の
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
催
、
46
名
の
ほ
か
来
賓

と
し
て
菊
地
治
雄
校
長
、
村
上

照
五
郎
同
窓
会
長
、
西
在
家
籠

元
校
長
、
元
教
職
員
の
足
沢
至

先
生
、
鈴
木
勝
彦
先
生
、
松
尾

良
一
先
生
等
も
招
か
れ
た
。

新
2
回
同
期
会

6
月
1
1
日
（
金
）
新
2
回
学

年
会
は
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉
滑

温
荘
で
開
催
、
来
賓
と
し
て
村

上
照
五
郎
同
窓
会
長
と
井
藤
博

旧
教
職
員
が
参
会
し
た
。

新15回生還暦盲己念同期会

販
売
価
格
　
　
　
－

1
枚
二
千
円
（
税
込
）

三
年
前
の
1
0
月
に
待
望
の
C

D
が
完
成
し
、
理
事
会
や
総
会

の
折
は
受
付
で
校
歌
応
援
歌
が

流
さ
れ
、
石
桜
同
窓
会
の
雰
囲

気
が
さ
ら
に
意
気
高
揚
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
桜
の

季
節
の
校
舎
・
石
部
桜
と
大
変

良
く
で
き
て
お
り
ま
す
。

各
支
部
総
会
や
、
ク
ラ
ブ
の

O
B
会
・
ク
ラ
ス
会
な
ど
で
C

D
を
流
し
た
り
、
販
売
も
し
て

お
り
ま
す
。
ど
ん
な
集
ま
り
で

も
ご
用
恵
い
た
し
ま
す
の
で
、

必
要
枚
数
を
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
き
い
。
（
残
部
は
お
返
し
頂

い
て
結
構
で
す
）

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ニ

スタジオ撮影・各種スピード写真・各種カメラ
カラー・D．P．E ・音己念出張撮影

フォト M ⑳ R l⑳ K A 弼

池ノ谷　 忠　正

材木町信用金庫向　T E L （622）7457
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文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰

岩
手
県
久
慈
市
で
内
科
医
を
開
業
の
斎
藤
昭
氏
と
、

盛
岡
市
で
眼
科
医
を
開
業
の
志
和
健
吉
氏
は
そ
れ
ぞ
れ

永
年
の
学
校
医
と
し
て
の
功
績
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

よ
り
、
こ
の
秋
の
表
彰
を
受
け
た
。

斎
藤
　
昭
氏
（
旧
1
7
回
）

志
和
健
吉
氏
（
新
2
回
）

＿i手‾奉‾冒聾葵‾＿‾喜至岳蓋．

i亡ヨ

一式・去工

石
桜
会
ゴ
ル
フ
大
会

盛
大
に

平
成
16
年
8
月
2
9
日
（
日
）
に

岩
手
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
、

第
1
4
回
石
桜
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
2
0
年
に
卒
業
さ
れ
た
金

澤
源
一
大
先
聖
を
は
じ
め
、
各

年
代
よ
り
総
勢
4
5
名
の
参
加
と

な
り
懐
か
し
い
旧
友
と
の
再
会

で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
表
彰
式
の
後
は
、
全
員
で

校
歌
を
合
唱
し
、
来
年
の
再
会

を
約
束
し
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
毎
年
8

月
最
後
の
日
曜
日
、
来
年
は
8

月
2
8
日
に
な
り
ま
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
幹
事
吉
田
正
夫
・
新
1
9
回
）

インターネットによる岩手高校のホームペ
ージが開設されております。今後も様々な情

報を紹介してまいりますのでご期待ください。

アドレス　http：／／www．iwate－Jh．ed．Jp／

五
日
市
享
児
氏
（
新
1
1
回
）

〝
我
が
ス
ポ
ー
ツ
人
生
5

0
年
〟

と
超
し
て
講
演

神
奈
川
大
学
校
友
会
岩
手

支
部
主
催
の
講
演
会
で

去
る
1
1
月
2
0
日
（
圭
盛
岡
市

中
央
通
1
丁
目
の
エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
い
わ
て
2
F
で
新
1
1
回
卒
の

五
日
市
草
児
氏
が
講
演
し
た
。

同
氏
は
岩
手
町
出
身
、
岩
手
高

校
卒
業
後
日
本
体
育
大
学
を
卒

業
、
同
大
学
で
助
手
の
あ
と
神

奈
川
大
学
専
任
講
師
、
助
教
授

を
経
て
現
在
外
国
語
学
部
教

授
、
同
大
学
学
生
生
活
支
援
部

良
、
ア
ジ
ア
体
操
連
合
事
務
総

長
、
町
田
市
体
育
施
設
運
営
協

議
会
会
長
で
あ
る
。

今
回
の
講
演
会
は
神
奈
川
大

学
校
友
会
岩
手
支
部
幹
事
長
の

宮
澤
俊
次
氏
（
新
2
1
回
生
）
等

の
お
世
話
で
実
現
し
た
。

岩
手
中
・
高
校

旧
職
員
会
開
催

1
0
月
7
日
旧
職
員
会
が
久
方

ぶ
り
に
盛
岡
市
本
町
「
さ
の
え

ね
支
店
」
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
1
8
名
、
屈
長
老
は

遠
藤
百
中
先
生
で
あ
っ
た
。

隆上野
抑匹l毒手井■書学校姥合体■大桑眞円地区予遭大会出場
平成16年lt書事期陸上大会出■
鋼朽6回着手】■■尊学校憾合体■大審仕上蝿技出せ
平成16年l■岩手ホl畢上■技■手欄大会出■
第56回岩手県民体事大余憤上牧抜出囁
平成16年鷹岩手県高等学校新人大会出囁
ソフトテニス蓼
第58回市民体▼大会ソフトテニスIl技大会出■
第3【司薫白木研鯵大会出■
第5t個蕾手書■■手技姥合体■大会ソフトテニス】■技大会■　団体ベスト8　tl人　中村・杉田魚　■人ベスト18
平成柑年度ヨネックスカップ八戸大会出廿

第56回岩手県民体育大会ソフトテニス畿技出場　第3位田村霹也・小野寺和哉組
第日回上小阿仁何畳杯ハイスクールカミコアニソフトテニス2004出場
第9匝lいわきフェスタ2004出場
事49回岩手県新人ソフトテニス大会盛岡地区予i且舎出場　県大会ベスト8シードtt稽神
訴4匝h′インポードリームクラブ薫日本研修大会出囁
平成相手鷹北真北・北海i暮4主暮爪ソフトテニス大会出囁
バスケットボール部
糊固岩手興■専攣校絶合体■大会バスケットIl技盛円地区予■大会出■　予親
書56国士手札■■攣校糟合体■大食バスケットIl技出■　警手1ベスト0
粛58画苦手県民体■大食バスケットボール】■技苦手■ベスト8
バレー・ボール部
幕56回岩手県六等攣校憾合体■大食バレーボールIl技4円地区予■大会出■
算4回着手れ払立■■攣較男子・女子バレーボール玉手■大食出甘
薯58風雪手札民体■大食バレーボール】■技tR地区予電食也■
ハンドボール群
書56回岩手県暮讐攣校総合体■大会ハンドボール楓虔出■
事56回岩手れ民体■大会ハンドボール鱗枝出1●
ラグビー耶
幕別圃市民体■大会ラグビー義抜出■
】翳56回着手れ■疇学校総合体■大食ラグビーI■技出■　Bフロック残宙
第58上司岩手ホ民体■大会ラグビーフットボールIl抜出■
第日国全国高等学校ラグビーフットボール大会岩手県大会出t■
桑；暮部
粛56匡l幸手♯1■学校姥合体■大会桑■欄技4円地区予■大会出■
薫別回鸞手れ■書攣校ぜ合体書大食桑1】■抜出l■団体ベスト

幕別垣1書北▲書事校桑暮大食出1暮　ベスト柑　小笠構大Il
8臥モ業矩契彗鮎鮎紆大輔

下郎回警手■民体■大食甜技　書中t組ベスト8中村彰圭】■生別やベスト8小玉膚大■
劉主1好
事56回盛岡市民体■大嶽称劃■技出■
＋58凪岩手れ1■攣棚合体■大会出■
粛描画毒手九民体■大会月並一■技出■
ヰ球蘭
書即回苦手■長体■大会■球緻技　岡岡地　予予1大会出■

山真空フロックジュニアクライミングコンペ畑声量苧鴇矧乱造田富2悪胞村
第58回岩手県■■攣校雄合体■大食量山上技団体幕4位
第弱国岩手県I焉体育大会山岳競技　クライミングAチーム第1位Bチーム幕8位Cチーム算用位

縦　　　　走Aチーム第2位Bチーム幕7位Cチーム第12位
J OCジュニアオリンピック1山大会出場
★北総合体■大会山岳触技　少年舞子　総合第3位
テニスギ
平成t5年職北私立■■学校テニス大食　団ヰ暮■
トヨタジュニアテニストーナメント2004出1●　谷地彬入
幕聞固着掌れ■■攣校総合体■大会テニス1技鯛地区予暮（平成18年1■闊市民体■大会）

■子シンクルス仲川キト即攣川谷地彬人事3位石田事轡岩場謀』彗腺遁太
男子ダフルス　♯書石田事書・谷地絶入　書目日放　川■■一郎・澤■榊　ベスト8丑山t・上打田内■太
書26回岩手5■ミ′ユニアテニス遭手札大会
18■以下男子シングルス　■粛川嶋■一輝　攣腑石田事苔　ベスト8■書夷1　ベスト柑阿卿1■
18■以下男手タフ■ルス　　tI石田事専・阿蘭書　＃3位川■■一輝・事■亮Il

18■以下舞子シングルス囁井谷地絶入天真［礪苦野森島蛋宅P蓬高知毒耶・高嶋圭滋

16■以下斯ダブルス紺等地彬人●榊圭滋事aM田内■太’工剛品i息菅毎払薫晰也・
14■以下舞子シングルス　tl■戸井口一矢　ベスト飢戸井口拓矢
14■以下井手ダブルス　　tl■戸井口一矢・伊書谷王樹（北松■中）
第22回岩手♯Aせシングルストーナメント　鵡11■谷地鞘人　ベスト8川ヰ■一蓼

鋼巧8回岩手県轟等攣珊合体1大会テニス競技

団隻讐J琴光雲㌔姦稲生三墓場莞払地臥雷謂空間J砧戸・
男子ダブルス　　優勝　石田孝轡・谷地彬人絹　準優勝　川崎韓一郎・薄藤亮義絶

！■45匡l書北轟】■攣校テニス；暮手4■大食　団体書き位
（東北大会・インターハイ出場権撫得）

シングルス書房　川ヰ■一郎　ダブルスt■　石田事書・谷地＃人月　攣相川■t－∬・澤■亮■錮
第56匡l岩手県民体育大会テニス競技
少年男子シングルス　優勝川崎龍一郎　準優勝谷地彬人　第3位石田孝苔

少年男子ダブルス　肌欝川相‾郎◆谷地彬入組蔓管苦謡嘉芸：空相欝庸太絶
第26回東北ジュニアテニス遡手lt大食出囁
第号3回着手l■中華生テニス■手檀大大　■　団体　事■■

シングルス　幕3位　岩井】断也　ベスト8　エ■将、布台州、轟蠣主立、戸井口一矢
タフルス　　事■■　布台州・事■圭湖　第3位　工書樗・岩■幹也組

第26回東北中半生テニス遭手l■大会出囁　団体13位
個人　シングルス　ベスト8　工秤将
ダブルス　　第3位　布台州・ホ嬬圭滋組

全日本ジュニアテニス遭手4曹大会2004　出場
斯引回全馬ホ等攣傭テニスi且手」大食　団体ペスト柑
第21回鎧手県高書半枚l年生テニス遺手椎大会　シングルス　溝檀脾　阿部純　ベスト8及川憺君

ダブルス　準催勝　何部耗・佐」騨l■行」岨
第3位　ホft祐十・桐山拓組

水泳部

第56回岩手県高等拳校総合体育大会水泳競技出場
208m個人メドレー第4位、180mバタフライ第2位　水野大介
平成16年度岩手県民体育大会水泳覿抜出嶋　個人メドレー少年A　謂3位
平成16年度1t北水泳大食出場
サッカークラブ
！■5別型岩手集■■学校姥合体★大食サッカーれ技■月地区手玉大食出■
第58回着手景馬体■大食サッカーh技出■
第83匡l高専筆校サッカーi邁手I■岩手県大会出場
スキー一・節
第祁国岩手♯中華校スキーアルペン血技監隷会出■　SL第9位0日L事13位近■　小甘専SL蠣朋位

月山OSスキ‾■技金持冥　那指等粛許諾■幕約位棚
全日本スキー側公l軋■王ライサSL大会　近■■給田位、ほ3位　小隋■■貼位、71位
硬式野球節
平成16年度■校書球暮事l■円地区予1大食出1■
平成16年Jt全凪．■専学校野球遭手l■岩手爪大会出場
将棋部
8本将★i■1主≠蠣7回学生柵1手1■　団体総合柑位（六校の㍍4位）

芸主題書芸芯蒜設芯棋大会貫軍歌野瀧訝贋だ讐盃盟照聖

和国会別等半枚踊遭手機岩手県大会宗等崩追閣套璧出場権劉）
第日5回大山十五世名人杯澗1暮大会出場
第40回】全皿ホ専学校文化連盟将棋】且半場大会1将棋【ヨ体ベスト16

固暮　佃人戦出土■
着手■】■専攣佼文化1盟■校正暮l乱訓大会出■
全句中攣生■抜1将棋；■手】檀大食出■
第281司全的ホ校風碁i絨手権出場
東北学生囲暮十償Il出■

第け回全国高等学校将棋竜王戦岩手県大会　優勝　澤口竜一　ペスト1松岡涼太　佐々木裕太郎
第け国会l曇高等学校将棋竜王裁　ベスト8．讐口篭一
事‖引司全lヨオール肇生将棋】麓手lt出囁　捻合26位（ホ一校5位）
岩手l■■■等半枚文化連盟盛岡支那．■校哨tl聯世職出場
第15t司t馴策アマチュアベア囲書iE手†■東北大会出場
化鞘
盛岡市立ことも科学腑りサイエンスラボ；暮書●加
吹■楽部
全日本吹J■嬢コンクール岩手県大会　金井　東北大会出l■幡嬬得
全日本牧賽楽コンクール東北大会　金賞　東日本大会出場権椎得
マーチングフェスティバル岩手県北大会出場

平成17年度　岩手高等学校入試予定一覧

抗 戦 の 橿 精 出 職 責 縞　　 条 件 出精 期 間 拭 峻　日 放 牧 科　 目 発　 衰 入学手続き

特
別
乱 併
華 欄
コ可
l

ス

筆力甜
芸子≡…； Ⅰ 妄誉…左雷電

l 月 13 日㈹

・～川日（釦

l 月11 日明】 硯随 ・数竿 ・美括

一月～0 8 ㈹

（一次）

l 月2 1日t錮

～ l 月27 日㈱
（二次）

3 月17 日休〉

－ 3 月23 日㈱

は　　 れ
上 l己と同じ生徒で中華 3 年

次の抒定平均が3 ，8 以上 の＝瞥

／
調査■ ・推薦書

専　　 横
本校第一志望に合格鍬は本

l 月2 1 日t幽

・－2 5 日（火〉
l 月2‘‖∃曲

庖 ・杜 ・艶 ・理 ・

英の 5 牧村から 3

2 月 3 8 （銅

専♯と情欄 （一次〉

I空

コ
l

ス

I文人 竿が曙的できる生徒 散村の過択
ll 査 暮 ・面は

2 月 4 8 t釦

～ 2 月10 8 休l
休 】■ （二次）

3 月17 日㈱

～ 3 月23 日00
情　　 欄 他校受職可 過払・社会・数学・

理柑 ・英鱈

ク　 ラ　ブ ・惟　■

県大会規横で塀讐な成織を

収めた生徒、またはそれに匹I l l 月 13 日㈹
l 月17 日鯛）

ll 董暮 ・惟待暮
l 月2【I日㈹

l 月2 1日（釦

す引曇れた粍力を有する生徒
本姓古郡鵬間が動漬しJこ生徒

一一日日【錮 面は ～ l 月27 日休〉

二　 期　 1重　 職

上 l己の全てのコースでの不

合格書の再受磯は埋めない
3 月2 2 日（畑

3 月24 日休I
岬 査暮 ・作文

3 月25 日†釦 3 月～8 日㈹）

募集人員　　 5 名 ～2 3 日（ホ） 面1妻 ・－ 3 月29 日映〉

■特正人蚊の学力牌において，遺著の結果不合格となった薯のうち、上位の劃二は一般コース（漬微）の合格者として那げろ囁合がある．

●主な合格大学及び進路先（最近5カ年の状況）　　　　　　　　　　火二才、‡塩入珊抑錘蝕を企む

ほ 「 → 、 堅 椚 ‘戒 l押 勒 虹 椚 棚 田 l V 戌n l†城 1 6 房 訂 、 － J p 半 刺 2 ヰて収 1 3 平成 I l 平成 16

■

■ll戒 1 2 ザ成 り γ成 Il 平成1 3 Y 成 16

【四 ・公 立 大 ：＝アj γi 十 l＼り 大 2 1 3 6 2 大 雄 文 化 人 †】 1 】 2

．化 極 道 大 0 U U 1 n 盛 大 1 8 9 り 5 ＃了　 列　 火 Ⅰ l J 2 ひ

弘 大 1 0 ∩ り 揃 人 5 6 2 バ 4 中　 火　 火 】 U 0 l ll

U 大 5 6 9 5 4 舶 ］ 芦院 大 l J 1 3 1 6 1 1 5 価　 山　 人 4 4 2 5 3

秋 大 1 0 U 0 東 北 工 業 火 l l 7 3 5 4 東　 和　 火 2 巾 】 l 2

細 火 l 1 2 0 0 東 北 禍 址 火 2 0 2 2 1 裏 方【理 l斗火 2 1 U 】 り

山　 形　 大 け 11 2 0 0 射 北 薬 科 大 1 U U n 0 止！1； 済 火 ：】 1 3 8 J

ニ笑　 城　 火 0 1 lI tI 山 石 巻 ‾一肌棒 大 l 6 U 2 2 粟 1－ 業 火 3 l 2 l 0

筑　 波 1人 の 1 U り 0 扶 m 止 11人 7 6 6 6 3 根　 津　 大 3 U 2 2 ：1

棚 浜 悶 立 大 小 1 0 U ll l l1 1 さ 里 人 2 0 2 1 tI l］　 不　 大 5 8 9 1 0 5

椚■　 蛸　 二大 （l l） り l 0 千 葉 商 科 大 l 1 1 l 2 法　 政　 大 J l 2 1 l

揖 手 県 立 大 3 7 】 0 J 削 り‘羊 院 大 U 3 1 l 0 抑 ■奈 川 大 3 3 5 2 1

東 京 柿 Jl 大 l n U 0 小 亜 細目 蛙 大 l 0 0 U 1 l閑 学 院 大 3 Z 5 U 1

そ　 の　 I也 1 J 5 け ：、芦 曹 院 大 0 1 0 0 U り 汀i 大 2 2 り U 1

合　　　 計 ‖ 2 1 1 9 1 1 6 北　 里　 火 2 2 り 0 0 キl ＝1 人 l 0 1 り り

（私 立 大 学 〕 叫 Iき ．大 U 1 0 Ⅰ り 同 l 1 人 3 1 3 1 5

l L l1　 人 U 1 3 ひ り 「召 軍 院 火 2 U 0 n 0 そ　 の　 他 5 6 ．川 沌 5 9 4 8

札 幌 学 炭 火 1 3 l 1 0 」 二学 院 大 0 1 l 1 D 合　　　 d l・ 1 7 2 1 1 5 1 4 7 1 6 4 ‖川

4 0 U い 城　 大 0 小 り 1 n 短 大 草 拝 1 5 ‖ h 5

西　 飢　 人 り り 小 ∩ 松 ■菖 吾 人 0 】 0 2 U tlf l l 学 校 6 6 貼 7 5 州9 6 5

押　 森　 大 5 6 J 6 鮎 大 4 I 1 山 0 扶　　 It ‖ 封 1 6 1 9 1 3

八 戸 ユニ業 火 8 6 J 6 3 駒 i 火 】 l け 2 1

割　　 烹

「こ う 弥 」

盛岡市菜園2の8の36
T E L （623）2 6 2 2

特定建設業
Z　 株式 会社 下 河 原 組

代撒椚会l；下河原警綱郎（新5回生）揖用錮 ni乙付目他刑6痴地l
代細則利別山一宣下河原　大希（新36回生）TEL696225刑

FAX 6962360

懐石料理とわんこそばの店
初 はつこま駒

盛岡市八幡町10－2 1　　 電　 話　 0 19－65ト 718 4
（盛 岡八幡宮前）
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永
年
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
普
及
に
情
熱

村
上
照
五
郎
石
棲
同
意
会
長
が
旭
日
双
光
章
を
叙
勲

地域に足取り確カ、

1
1
月
3
日
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
た

が
岩
手
県
か
ら
行
政
・
教
育
・
産
業
の

各
分
野
の
中
で
、
厚
生
労
働
省
関
係
と

し
て
岩
手
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
長

で
東
北
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
副
会
長
で

も
あ
る
、
村
上
照
五
郎
石
桜
同
窓
会
長

が
旭
日
双
光
章
に
輝
い
た
。

クエ：1亡兄1■由仁l且艦モート一・1こ
■－t■Mで■た■上■■■■■ん

∇
九
桑
t
・

房
占
芸
暫
五
指
－

．
笑
ポ
ー
ツ
」
騒
人
瓜
ソ
「
‥

ト
ナ
土
7
－
調
釜
一
．

旛
竹
山
と
【
叫
一
－
の
日
の
．

．
箔
▼

q
t
の
句
も
ぺ
い
川
代
．

■
三
雲
ツ
ナ
ソ
ト
ー
う
で
ひ

た
寸
▼
リ
「
l
⊥
l
モ
■
い
＿
り

年
末
丁
場
代
沃
■
・
冴
職

人
す
り
仇
u
毒
性
t
榊
の

′
′
バ
ー
と
u
i

q
円
の
’
鱒
に
J
わ
れ

巾
で
小
・
†
叛
に
某

と
し
て
封
畔
か
ら
超
■
M

M
巧
羞
t
t
q
人
q
憤

■
、
イ
ン
ク
ー
ハ
イ
H
M
山

増
へ
h
i
い
た
、
し
て
一
ス

白球追い子弟育て
】
．
亀
川
－
訴
旬
汀
か
そ
．
卜

G
k
か
り
当
字
ヽ
叫
、
川
什

l
一
考
日
周
恥
の
～
．
1
虚

へ
■
モ
状
の
た
れ
下
の
咽
取

山
淀
声
望
青
い
．
明
け

世
事
ノ
′
パ
ー
小
鴨
手
h

と
覿
血
で
も
＿
J
り
一
丁
一
実

れ
可
に
習
■
代
り
】
盲
．

甲
鷺
筈
h
ソ
ソ
ト
と
】

王
Ⅷ
買
弓
∴
￥
■
1
り
t

t
ノ
7
ト
手
こ
ろ
蜃
ヲ
ゴ

L
‘
の
ろ
．
¶
⊥
の
ヴ
ト
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
．
ヨ
ー
吋

作
り
t
＿
の
¶
占
仇
几
d
に

■
空
で
■
．
ち
r
t
l

．
．
と
つ
一
l
し
か
っ
た
　
⊥
再
リ

d
勺
柁
芯
高
山
t

平成16年11月3日　岩手日報
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新5回生か石桜フェロー

賞団体の部第1号受賞

1
1
月
2
2
日
、
卒
業
5
0
周

年
と
同
期
生
の
古
稀
を
祝

う
会
を
つ
な
ぎ
温
泉
「
大

観
」
で
開
い
た
新
5
回
生

は
、
去
る
1
0
月
1
5
日
の
石
桜

同
窓
会
1
6
年
度
総
会
で
議

決
さ
れ
た
同
窓
会
活
動
と

後
輩
へ
の
支
援
資
金
賛
助

会
費
制
度
団
体
の
部
第
一

号
と
し
て
金
2
0
万
円
を
拠

出
、
代
表
が
村
上
照
五
郎
同

窓
会
長
を
訪
ね
て
会
の
開

催
に
先
立
っ
て
手
渡
し
た
。

ま
た
こ
の
卒
業
5
0
周
年

の
会
を
記
念
し
て
発
刊
さ

れ
た
記
念
誌
も
岩
手
高
校

に
寄
贈
し
た
。
同
誌
は
A

4
判
l詑ペ
ー
ジ
、
恩
師
や

同
期
生
5
5
名
が
寄
稿
し
、

古
稀
を
迎
え
た
心
境
や
、

青
春
の
思
い
出
が
綴
ら
れ

て
い
る
。
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日
月
3
日
付
の
新
聞
各
紙
に

は
叙
勲
の
各
氏
の
寸
描
が
紹
介

さ
れ
た
。

村
上
照
五
郎
会
長
は
岩
手
大

学
卒
業
後
、
母
校
の
恩
師
に
誘

わ
れ
る
ま
ま
岩
手
中
・
高
校
に

数
学
教
師
と
し
て
一
九
五
四
年

か
ら
42年
間
勤
務
し
た
だ
け
に
、

教
え
子
の
数
が
も
っ
と
も
多
く
、

同
窓
生
と
し
て
知
ら
な
い
人
は

い
な
い
。
就
任
の
標
、
同
窓
会

長
と
し
て
最
適
任
の
声
が
上
が

っ
た
。

ラ
ケ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
ポ

ー
ル
も
シ
ュ
ト
ズ
も
な
い
時
代
、

足
元
は
裸
足
の
ま
ま
、
足
の
裏

は
靴
底
の
よ
う
に
分
厚
く
な
っ

て
コ
ー
ト
の
上
を
滑
る
よ
う
に

な
っ
た
と
か
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
郡
の
顧
問
を

努
め
、
教
師
生
活
の
中
で
監
督

と
し
て
教
え
子
を
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
H
回
送
り
、
少
年
・
成
年

男
子
、
成
年
女
子
の
監
督
を
1
1

回
努
め
た
と
い
う
。
一
九
七
一

年
の
和
歌
山
団
体
で
は
一
般
男

子
に
出
場
し
た
の
は
岩
手
高
時

代
の
教
え
子
、
そ
し
て
教
え
子

が
打
ち
立
て
た
全
国
3
位
の
金

字
塔
は
、
今
も
県
勢
の
最
高
位

と
し
て
破
ら
れ
ず
輝
い
て
い
る
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
へ
の
情
熱
は

青
春
時
代
か
ら
半
世
紀
続
き
、

正
に
半
生
を
テ
ニ
ス
に
捧
げ
た

と
い
っ
て
い
い
。

か
つ
て
の
教
え
子
は
父
親
、

母
親
か
ら
指
導
者
に
な
り
、
共

に
テ
ニ
ス
の
普
及
に
そ
れ
ぞ
れ

励
ん
で
く
れ
て
い
る
。

東
北
連
盟
会
長
や
東
日
本
連

盟
副
会
長
を
兼
務
し
て
、
今
は

挨
拶
要
員
み
た
い
な
も
の
と
い

う
が
、
各
地
の
同
窓
会
に
も
顔

を
出
ん
、
今
な
お
酒
丑
は
落
ち

な
い
。年
中
日
焼
け
し
た
顔
は
健
康

そ
の
も
の
、
壮
者
を
し
の
ぐ
元

気
さ
で
、
今
後
と
も
同
窓
会
を

リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

同
窓
会
で
祝
賀
会
の
話
も
あ

っ
た
が
、
他
団
体
と
の
共
催
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。

古稀を迎えて乾杯J誓欝よ器の
－新5・岩中22回生同期会－

柔
道
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
水
泳
、

体
操
な
ど
メ
タ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
で

湧
い
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

平
和
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
年
は
、
我
々
同
期
会
の
開

催
年
で
も
あ
る
。

こ
の
時
期
と
し
て
は
珍
し
く

小
春
日
和
と
な
っ
た
1
1
月
2
2
日

（
月
）
、
我
々
は
つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ

テ
ル
大
観
」
（
佐
藤
義
正
社
長
、

同
期
生
）
で
、
3
8
人
が
基
い
古

稀
祝
い
同
期
会
を
開
催
し
た
。

全
貝
集
合
の
放
後
の
機
会
と

も
思
わ
れ
、
幹
事
団
と
し
て
は
5
0

人
の
大
台
を
鞘
待
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
体
調
不
良
の
友
が
意
外

に
多
く
残
念
で
あ
っ
た
。
た
だ

今
回
は
、
記
念
誌
を
通
し
て
の

参
加
が
別
に
3
1
人
も
お
り
、
事

実
上
の
参
加
者
が
あ
わ
せ
て
6
9

人
（
全
体
の
約
8

0
％
）
に
の
ぽ
っ

た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

ゲ
ス
ト
は
、
中
学
・
高
校
の
6

年
間
担
任
と
し
て
直
接
楕
陶
を

い
た
だ
い
た
戸
鳴
正
夫
先
生
の

奥
様
、
吉
田
良
作
先
生
、
足
渾
至

先
生
、
村
上
照
五
郎
同
窓
会
長

の
四
氏
（
図
ら
ず
も
、
叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
た
方
々
で
あ
る
）
。
遠

藤
貫
中
元
校
長
の
欠
席
は
残
念

で
あ
っ
た
が
、
記
念
誌
を
通
し
て

ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
戸
嶋

先
生
の
奥
様
の
ご
出
席
は
、
記
念

誌
へ
の
ご
寄
稿
と
も
ど
も
我
々

を
狂
者
さ
せ
た
。
東
京
に
お
住

ま
い
の
奥
様
は
、
米
寿
を
お
迎
え

の
由
だ
が
至
っ
て
お
若
く
お
元

気
で
、
又
当
時
、
加
賀
野
の
寮
で

お
世
話
に
な
っ
た
者
も
数
多
く
、

お
席
は
終
始
門
前
市
を
成
し
、

懐
古
談
義
の
主
役
と
な
ら
れ
た
。

会
は
、
午
前
1
0
時
に
受
付
を

始
め
、
談
笑
、
記
念
誌
、
入
浴

等
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
た
っ
ぷ

り
と
っ
て
、
午
後
5
時
半
行
動

開
始
。
中
川
奉
神
官
（
同
期
生
）

に
よ
る
入
念
な
お
祓
い
（
全
員

の
名
を
読
み
あ
げ
た
）
を
皮
切

り
に
、
記
念
写
亮
の
撮
影
、
物

故
者
へ
の
黙
請
を
行
う
。
下
河

原
蕃
嗣
郎
代
表
幹
事
の
挨
拶
、

来
賓
の
紹
介
・
祝
辞
、
同
窓
会

学
年
理
事
報
告
（
来
年
度
の
同

窓
会
稔
会
へ
の
積
極
参
加
を
要

記念誌を母校に進呈

し
、
二
次
会

場
、
カ
ラ
オ

ケ
会
場
へ
と

流
れ
る
。
翌

2
3
日
は
、
勤

労
感
謝
の

日
。
快
晴
。

ゴ
ル
フ
組
は

早
々
に
出

発
、
他
も
三

苧
5
の
つ
く
回
生
が
同
懇
親

会
の
幹
事
役
と
な
る
こ
と
に
鑑

み
）
、
小
泉
事
務
局
長
の
会
務
報

告
と
進
行
。
な
お
、
席
上
村
上

同
窓
会
長
か
ら
当
同
期
会
に
対

し
、
新
設
の
石
桜
同
窓
会
抒
助

会
費
制
度
に
基
づ
く
石
桜
フ
ェ

ロ
ー
貨
（
団
体
賞
第
1
号
）
　
の

授
与
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
鼓
し

た
。
ま
た
、
4
0
年
の
良
き
に
わ

た
り
事
務
局
長
と
し
て
会
を
支

え
て
く
れ
た
小
泉
仁
左
術
門
君

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
セ
レ
モ
ニ

ー
を
終
了
。
早
々
に
校
歌
を
斉

唱
し
、
金
沢
伸
行
君
の
発
声
で

乾
杯
、
よ
う
や
く
祝
宴
に
入
る
。

里
よ
り
質
を
重
視
し
た
大
観

心
づ
く
し
の
シ
ニ
ア
向
け
高
級

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

話
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
2
時

間
半
余
。
石
川
富
者
蔵
治
者
の

力
強
い
一
本
締
め
で
お
開
き
と

三
五
五
思
い
思
い
に
。
元
気
で

の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
。

記
念
誌
「
玉
智
の
青
春
」
は
、

「
わ
れ
ら
の
時
代
」
（
中
・
高
6

年
間
の
軌
跡
を
年
表
や
資
料
、

写
真
等
で
示
し
た
も
の
）
と
「
古

林
を
迎
え
て
」
（
心
境
、
近
況
、

思
い
出
等
を
つ
づ
っ
た
も
の
）

を
メ
イ
ン
に
し
て
編
さ
ん
し
た

も
の
。
又
、
表
題
の
「
玉
響
」

は
、
い
く
つ
か
の
玉
が
触
れ
合

う
よ
う
に
、
友
と
切
磋
琢
磨
し

て
生
き
た
日
々
を
表
す
吉
葉
と

し
て
万
葉
集
か
ら
引
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
記
念
誌
の
刊

行
が
、
図
ら
ず
も
同
期
会
開
催

当
日
の
岩
手
日
報
朝
刊
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
大
き
く
報
道
さ
れ

た
こ
と
は
余
り
に
も
グ
ッ
ド
タ

聖
、
ン
グ
で
あ
り
、
郷
土
紙
の

粋
な
計
ら
い
に
感
心
し
な
が
ら

も
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
と
な
っ

た
。
こ
の
記
念
誌
を
石
桜
図
番

館
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
終
り
に
、
こ
の
記

念
誌
の
作
成
に
あ
た
り
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
吉
由
印

刷
㈱
（
吉
田
勉
会
長
、
同
期
生
）

の
ス
タ
ッ
フ
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

（
学
年
理
事
　
村
上
　
昇
）

一
本
の
古
い
テ
ー
プ
か
ら

生
内
義
夫
先
生
の
作
品
の
復
元
に
つ
い
て
・
続
報

石
桜
同
窓
会
報
2
8
号
に
拙
稿

が
掲
載
さ
れ
て
間
も
な
く
、
色
々

な
方
々
か
ら
関
係
す
る
新
た
な

資
料
や
情
報
の
授
供
を
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
資
料
の
一
つ
ひ
と
つ
か

ら
は
、
敗
戦
後
の
物
賓
の
乏
し

い
時
代
に
よ
く
ぞ
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
の
文
化
の
香
り
捜
か
な
も

の
が
感
じ
と
ら
れ
、
半
世
紀
の

時
空
を
超
え
な
が
ら
、
生
内
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
青

春
群
像
の
情
熱
が
今
に
伝
わ
る

こ
と
の
感
動
を
覚
え
ま
す
。

井
藤
博
氏
（
新
2
回
生
）
か

ら
は
「
岩
手
山
」
「
北
上
川
」
「
岩

手
青
年
の
歌
」
「
ふ
る
さ
と
の
」

な
ど
の
楽
譜
の
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
「
北
上
川
」

は
生
内
先
生
直
筆
の
ガ
リ
版
プ

リ
ン
ト
で
、
半
世
紀
以
上
も
前

の
現
物
を
目
の
前
に
し
て
、
よ

く
ぞ
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

と
感
慨
一
入
で
し
た
。
ま
た
「
岩

手
山
」
の
楽
譜
は
前
奏
、
間
葵
、

終
葵
そ
れ
に
伴
奏
譜
付
の
も
の

で
、
そ
れ
を
基
に
演
奏
さ
れ
た

C
D
R
を
聴
い
て
、
そ
の
出
来

栄
え
の
余
り
の
見
事
さ
に
只
々

発
き
ま
し
た
。
国
立
音
大
の
演

奏
会
で
発
表
さ
れ
た
曲
は
後
で

新
5
回
　
畑
谷
　
守
良

番
き
改
め
ら
れ
た
ら
し
く
平
易

な
表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
。

永
沢
和
久
氏
へ
新
4
回
生
）

か
ら
は
「
北
上
川
」
「
三
陸
海
岸
」

「
平
和
」
そ
し
て
小
品
「
お
ぼ
ろ

夜
の
」
の
楽
譜
の
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の

ガ
リ
版
印
刷
の
も
の
を
パ
ソ
コ

ン
で
打
ち
直
し
、
し
か
も
四
部

合
唱
用
に
見
易
く
歌
い
易
く
し

た
も
の
で
す
。

山
口
晶
子
さ
ん
（
盛
岡
高
校

／
現
盛
岡
二
高
卒
／
合
唱
団
所

属
／
旧
1
7
回
生
山
口
忠
氏
令
夫

人
）
　
か
ら
は
第
1
回
生
内
義
夫

作
品
発
表
会
（
昭
和
2
4
年
1
2
月

2
8
日
‥
県
公
会
堂
）
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
同
会
参
加
者
全
員
の
記

念
写
責
の
ご
恵
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
山
口
さ
ん
を
通
じ

て
盛
岡
高
時
代
の
合
唱
団
貝
を

紹
介
さ
れ
、
そ
の
方
々
か
ら
岩

手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ

エ
テ
ィ
結
成
時
、
練
習
時
の
お

話
や
私
共
の
調
査
事
項
の
不
備

な
点
を
ご
指
摘
頂
き
ま
し
た
。

金
田
一
隆
氏
（
新
1
回
生
）

は
交
声
曲
三
部
作
の
練
習
時
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
役
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
、
各
教
室
に
「
本
日
合

唱
練
習
あ
り
、
パ
ー
ト
毎
に
集

合
」
な
ど
、
連
絡
事
項
を
枝
番

し
て
歩
い
た
と
の
お
話
も
あ
り

ま
し
た
。

完
成
し
た
C
D
R
に
お
け
る

変
声
曲
4
曲
の
う
ち
「
岩
手
山
」

は
完
全
な
も
の
で
す
が
、
そ
の

他
は
伴
奏
部
分
や
ソ
ロ
パ
ー
ト

が
欠
落
し
て
い
た
り
と
不
完
全

な
も
の
で
す
。
「
北
上
川
」
に
つ

い
て
も
、
伴
奏
部
分
が
充
分
と

は
い
え
ず
、
今
後
の
楽
譜
捜
し

や
採
譜
に
そ
の
成
果
を
期
待
す

る
他
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
、
既
報
を
含
め
て
ほ
ぼ

1
年
が
か
り
の
賓
料
収
集
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
貴
重
な

資
料
（
楽
譜
等
）
を
基
に
、
佐

川
隆
二
氏
（
新
6
回
生
）
が
P

C
に
よ
る
C
D
R
収
録
化
を
担

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
収

録
に
よ
り
、
生
内
義
夫
先
生
作

品
集
と
し
て
当
時
の
関
係
者
の

手
に
わ
た
り
、
「
大
変
懐
か
し
い
」

「
嬉
し
い
」
「
ご
苦
労
さ
ま
」
な

ど
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
、
少
し

で
も
お
役
に
立
て
た
か
と
事
ん

で
お
り
ま
す
。

◆
　
　
　
◆

あ
る
日
偶
然
出
逢
っ
た
一
本

の
古
い
テ
ー
プ
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
大
き
な
波
紋
が
広
が
り
、

多
く
の
人
々
の
縁
の
糸
が
つ
な

が
る
と
は
、
当
初
予
想
だ
に
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ら
た
め

て
生
内
先
生
や
水
原
先
生
、
そ

し
て
岩
手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
ソ
サ
エ
テ
ィ
を
支
え
た
方
々

の
功
績
を
想
い
ま
す
。

年
月
と
共
に
薄
れ
ゆ
く
記
憶

や
資
料
の
喪
失
を
少
し
で
も
カ

バ
ー
し
た
い
と
、
私
的
な
廟
い

を
こ
め
て
、
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
み
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
徐
々
に
確
実
に
資
料
が

娘
ま
り
、
そ
の
た
び
に
チ
ー
ム

の
仲
間
と
音
び
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
「
生

内
蔵
大
先
生
の
作
品
の
復
元
」

企
画
に
ご
賛
同
と
ご
協
力
下
さ

っ
た
皆
様
に
紙
上
を
借
り
て
心

か
ら
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要

と
し
て
3
部
作
他
の
C
D
R
製

作
に
ご
尽
力
頂
い
た
佐
川
隆
二

氏
と
企
画
当
初
よ
り
ご
助
力
下

さ
っ
た
横
由
英
司
氏
（
新
〓
回

生
）
　
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

追
記
‥
生
内
先
生
の
作
品
約
川

点
は
C
D
R
化
し
、
楽
譜
と
共

に
母
校
に
保
存
し
て
お
り
ま
す
。

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
三
≡
≡

■
事
務
局
よ
り

会
報
発
行
に
あ
た
り
、
同
窓

先
輩
の
方
々
か
ら
熱
さ
心
あ
ふ

れ
る
原
稿
を
い
た
だ
き
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
の

折
に
は
参
加
人
数
、
写
真
1
点

等
、
お
送
り
下
さ
れ
ば
幸
い
で

す
。
先
登
の
方
々
に
お
か
れ
ま

し
て
は
今
後
も
ご
健
勝
に
て
、

益
々
活
躍
さ
れ
、
後
華
生
徒
の
た

め
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
廉
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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